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老上西学区 １０月３１日現在 

人 口 ８,７４４人(＋４８) 

世帯数 ３,４７９世帯(＋20) 

  （７月３１日との比較） 

 老上西学区まちづくり協議会(老上西まちづくりセンター内) 
 
〒525－0066 草津市矢橋町 526番地 1  TEL：565-1995 FAX：565-2000 

URL http://www.machikyou.jp/oikami_nishi/ 

E-mail:oinishi@machikyou.jp 

 

イルミネーション

 秋晴れの 11月 9日土曜日、模擬店やフリーマーケット、キッチンカーなどでにぎわったふれあい広場と、体育館では 

開会式のファンファーレに続いて地域で活動している玉川ウインドオーケストラ（吹奏楽）のコンサート、やすらぎ学級の

うた声サークル・自主教室（詩吟クラブ）・など音楽を楽しみました。 

 午後は、アコースティック メッセージライブデュオ「ちめいど」雄介さんのソロライブコンサートを実施しました。 

ふれあい音楽まつり 特集 

ちめいど ソロライブ 

ちめいど ブログは 

下の QR コードから 
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福祉の福祉の福祉の

老上西学区敬老会 
 9月１６日（月・祝） 

11月２日 地域安全声かけ訓練 中止となりました。 

うぇすと老上 福祉のページは 

老上西学区社会福祉協議会の 

協賛により作成しております。 

当日の様子は、近日に発行のまちづくり協議会福祉部会の広報誌「福祉のめ」をご覧ください。 

学区社会福祉協議会主催で今年の「地域安心声掛け訓練」が新浜町・東新浜町を中心に行われる予定でしたが、大

雨が予報されたために中止となりました。学区社協では引き続き地域の安心・安全を目指していきます。 

医
療
福
祉
連
続
投
稿 

 

淡
海
ふ
れ
あ
い
病
院 

院
長 

平
野 

正
満 

   

病
院
と
は
、
元
気
に
な
っ
て
退
院
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
亡
く
な
る
こ
と
を
前
提
に
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
病
院
が
あ
る
。 

い
わ
ゆ
る
慢
性
期
病
院
と
称
さ
れ
る
病
院
で
あ
る
。 

私
た
ち
の
病
院
に
も
、
慢
性
期
治
療
を
提
供
す
る
医
療
療
養
病
棟
を
併
設

し
て
い
る
。
こ
の
病
棟
に
は
、
医
療
が
必
要
で
自
宅
で
は
生
活
が
困
難
な
患

者
さ
ん
が
入
院
さ
れ
て
い
る
。
幸
い
病
気
が
良
く
な
り
退
院
さ
れ
る
患
者
さ

ん
も
お
ら
れ
る
が
、
多
く
の
患
者
さ
ん
は
病
気
の
進
行
と
と
も
に
病
院
で
最

期
を
迎
え
る
。 

以
前
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
「
別
れ
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
番
組
が
放

送
さ
れ
た
。
現
場
は
慢
性
期
病
院
で
主
人
公
は
看
護
師
で
あ
っ
た
。
患
者
さ

ん
が
亡
く
な
る
場
面
で
は
、
主
人
公
が
優
し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
死
を
淡
々
と
受
け
入
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

死
は
だ
れ
に
も
訪
れ
る
。
生
き
て
い
る
限
り
避
け
て
通
れ
な
い
現
実
で
あ

る
。
私
た
ち
は
そ
の
場
に
立
ち
会
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
一
人
の
人

生
の
終
わ
り
に
最
大
限
の
思
い
や
り
と
敬
意
を
込
め
て
接
し
、
家
族
と
と
も

に
静
か
に
死
を
受
け
入
れ
て
い
る
。 

一
方
、
患
者
さ
ん
は
自
分
の
死
の
迎
え
方
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
微
力
で
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
は
患
者
さ
ん
自
身
が
望
む
死
の
迎
え
方
は

何
な
の
か
を
問
い
か
け
な
が
ら
、
尊
厳
あ
る
死
を
追
求
し
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。 

超
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
現
代
に
は
「別
れ
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
」の
存
在
は
重

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
番
組
は
死
を
通
じ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
も

説
い
て
い
る
。
死
の
迎
え
方
は
選
択
で
き
な
く
て
も
、
生
き
方
は
私
た
ち
自

身
が
自
由
に
選
択
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

初級              中級               上級 
 

 

① 鳥 島 石 一 二     ②倒 末 未 来 本 転  ③尽 有 無 上 下 横 縦 

5つ並んだ漢字から 

4つを使って熟語を 

つくりましょう 

６つ並んだ漢字から 

4つを使って熟語を 

つくりましょう 

７つ並んだ漢字から 

4つを使って熟語を 

つくりましょう 

あいさつ運動啓発作品 老上西小学校 校長賞 まちづくり協議会 会長賞 

高間 凌功 さん（５年生） 
 

作品のタイトル 

「あいさつの心」 

 
作品への夢・思い 

みんなが元気にできる 

ように。 

糸井 麻菜美 さん（１年生） 
 

作品のタイトル 

「きょうも あそぼ」 

 
作品への夢・思い 

こころをこめて 
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宿泊体験学習 びわ湖こどもの国(高島市) 

９月２１、２２日 

 近くだけど子どもたちには楽しかった 1泊 2日の宿泊

体験学習。 

21 日は高島市針江町の「かばた（川端）」を地域のボラ

ンティアさんの案内で散策しました。地域の人々はこの自

噴する清らかな水を飲料や炊事と言った日常生活に利用

しています 

午後は、こどもの国のびわ湖岸を全員で清掃活動。び

わ湖には色んなゴミがいっぱいで、ゴミ袋 5 つ分を回

収。夕食後は湖岸で花火を楽しみました。 

 22日は全員でわくわくキッズの団旗をつくりました。 

運動会 １０月２６日 
 秋曇の運動場にて、「心を一つに一致団結」をテーマ

に老上西小学校の運動会を行いました。 

体育科の学習で学んだことを保護者や地域の方の前 

で披露することができました。 

 5・6 年生は学年を越えた応援合戦で他学年に応援エ

ールを送り、その姿に感動する運動会でした。 

比叡山に登ろう 11月１６日 共催：子ども育成部会 
 紅葉には少し早かった、冬間近か？の登山、２７名の子 

どもたちの登山でした。 

今年は１８名の保護者とスタッフ４名の総勢４９名での

山登りとなりました。 

今年も無事に大比叡
お お ひ え

（山頂）に登頂して、つつじが丘で 

昼食、坂本ケーブルで無事全員が下山しました。 

10 月 28 日～11 月 1 日の 5 日間、老上中学校の

2 年生 3 名が職場体験でまちづくりセンターで学習

をしました。センター業務の手伝いやまちづくり協議

会の事業の準備・参加や事業のポスター制作などを

体験していただきました。5日間お疲れ様でした。 

第 27回「私の思い 2024」県広場 最優秀賞‼️ 

老上中学校 馬場迫 葵さん 

「中学生広場『私の思い 2024』県広場」が、大津市で開

催され、県内から代表12名の中学生が集まり、「社会や世

界に向けての意見」「未来への希望や提案」「家庭、学校生

活、社会（地域活動）」「身の回りや友だちとの関わり」等に

ついて、今思うこと・考えていることを、みなさんが心を込

めて自分の言葉で発表されました。 

老上中学校３年生の馬場迫 葵さんが草津市の代表と

して出場され、「練習期間」と題してスピーチをされまし

た。内容は、ある有名ミュージシャンの言葉を引用して、

「学校とは？」「人と関わることとは？」を問いとし、これま

での自分自身を振り返ることを通して、自分なりの思い・

考えをまとめ、自身の生き方にどのように繋げていくか、

ということについての発表でした。この発表は自分のみな

らず、同世代の人たちへの強くて温かいメッセージ、生き

方への指標が込められている内容でした。 

審査の結果、見事「最優秀賞（知事賞）」を受賞、県一位

の栄冠を獲得されました。本当におめでとうございます‼️ 

老上中学校 「学びの足跡」より 
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脳活クイズの答え：初級：一石二鳥、中級：本末転倒、上級：縦横無尽 

 

              「秋深し…ですね。秋と言えば、読書の
秋。スポーツの秋。食欲の秋。芸術の秋。 
気候も優しく、何をしても楽しく感じられるそういう季節で

すが、11 月になっても夏日の所や初雪のニュースも聞かれ
今年は秋短しの様相ですね。政治の世界では国や地方で駆
け引きなどが垣間見られて、飽きない季節でもありました。 
経済はと言うと円安・株高・物価高と私たちの生活にも厳し
い季節の連続となっており、商売をされる皆さんにも大変な
季節が続いています。「春夏冬二升五合」となる季節はいつ
になることやら。                        （a） 
「春夏冬二升五合」は、春夏冬＝秋がない＝商い（あきない）、二升＝升升＝

ますます、五合＝一升の半分＝半升＝繁盛 

まちの小さな美術館
 9月 休館 

 

 10月 あけびのツル作品 矢橋町：田中 日出美さん  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11月 陶器 鳩が森町：今居 功 さん  

 

 

 

 

 

矢橋町 岡本 耕一 さん 

矢橋町 杉原 あや子 さん 

12 月１０日 

高齢者ホットサロン 

まちづくりセンター事業予定（１２月～３月） 

青少年を健全に育成するため、地域等において地道な努力を重さね活動している 

方を讃え、滋賀県青少年等知事表彰を受賞されました。おめでとうございます。 

ロサンゼルス 

ドジャース大谷

翔平選手の素晴

らしい活躍にあ

やかり、私もも

うひとハバタキ

致します。 

「翔」という漢字には 

かける / 飛ぶ / 飛

びめぐるなどの意味

を持ちます。 

令和６年１１月９日、令和６年度滋賀県青少年育成県民大会が守山商工会議所で開催され青少年 

６名と、青少年健全育成功労者８名で地域及び団体の充実と青少年の健全育成・指導で知事表彰を 

受賞しました。 

表彰式の後、第Ⅰ部子どもの作文発表では家族での絆、特におじいちゃん、ひいおじいちゃんの 

思い出が、朗読され心打たれる発表でした。絵画は家族の思い出がうまく表現され感動しました。 

 第Ⅱ部は＜もりやま青年団＞高校生～３０代までが集まり、３大事業のビデオ発表。以前は青年 

団各町内に結成されていましたがいつの間にか消えてしまい懐かしく思い出されました。 

講演では、児童養護施設を離れた義務教育後や 18 歳で退所する子どもたちが直面している自立しなければならな

い現実と困難。その後私たち一人ひとりに何ができるのか一緒に考え頂ければの講演でした。 

受賞にあたり、長年、子ども会、わんぱくプラザ、公民館活動など沢山の人とつな 

がってきました活動にご理解ご協力頂いた方々、多くの人々に感謝申し上げます。 

今後は陰ながらまち協の活動を支援致したく、受賞に際まして皆様への御礼とさせ 

ていただきます。 

老西川柳 
お休みします 


